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こくみん共済 coop 〈全労済〉 鹿児島推進本部

第23回 産別・単組代表者会議の開催
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　　2022年も残すところあとわずかと
なった▶前年に続き新型コロナウイル
スが蔓延するなか、２月にロシアがウ
クライナに侵略を始め、世界の多くの
人々が一刻も早い終結を望んでいるに
もかかわらず、すでに10ケ月が過ぎよ

うとしているが一向に収束の様子は見られない▶むし
ろ現地では極寒の冬を迎える今、発電所など生活に必要
なインフラが攻撃され、大規模停電が発生しているとい
う。攻撃に対する不安、寒さや食糧難に対する不安、い
つ終結するのか先の見えない不安など、どんなに厳しい

生活をしているのだろうと思うと心が痛む▶地球規模の
視点で見ると、人類だけでなく、全生物に影響のある地
球環境問題の解決が迫られている今、戦争というもっと
も激しい環境破壊行為をやっている場合ではない！▶日
本ではこれまでの専守防衛の大原則をも覆す先制攻撃に
もつながるような軍備拡張が淡々と進んでいるように思
える。「平和」であってこそ、安心して働ける労働条件
なども成り立ち、より安心して暮らせる社会づくりが築
けるはずである。そう思うと来年2023年はコロナも収束
し、戦争もない平和な社会をと強く願うばかりだ。

　こくみん共済 coopは、11月16日（水）に鹿児島サンロイヤルホテルで、第
23回産別・単組代表者会議を開催しました。当日は連合鹿児島・鹿児島県労
福協をはじめ、20名の産別・単組代表者会議構成員にご出席いただきました。
会議は下町議長進行のもと、2022年度上期における、各産別・単組の統一的
な取り組みや個別の特徴的な取り組みを共有化し、さらに、2022年度下期に
むけた具体的な取り組みについて協議・確認しました。また、全産別・単組
が一体となって目標達成をめざしていくことを全体で確認しました。
　今後も「共済事業の拡大」ならびに、組合員の「可処分所得の向上」をめ
ざし、各産別・単組と連携を強化していきます。

鹿児島　労福協
毎月15日に更新!!
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▲ 会議の様子

▲下町議長　あいさつ

【報告事項】
（１）2022年度の実績状況について
（２）各産別・単組における2022年度の取り組み状況について
　　①活動報告　②重点単組の取り組み内容

【議題】
（１）2022年度下期に向けた具体的取り組みのご提案について
　  ①自賠責共済の取り組み　　②マイカー共済の取り組み
 　 ③重点共済の強化取り組み　
　  ④マイページ登録促進の取り組み
　  ⑤その他

　高齢化社会が加速度的に進行し、超低金利の環境下
でもあり、現役時代からの老後生活への準備が求めら
れております。また、「老後資金2,000万円不足問題」
が話題となって以降、「人生100年時代に向けた資産形
成」が一層重要視されており、iDeCoやNISA、つみ
たてNISA等、勤労者の資産形成に適した制度にも注
目が集まっており、「貯蓄から資産形成へ」と関心が
高まっています。

　そのような中、九州ろうきんでは、勤労者の資産形
成に資することを目的として、「2022資産形成応援キャ
ンペーン」を展開中です。
　2023年1月31日までのキャンペーンとなりますの
で、財形貯蓄をはじめ、定期預金、こども未来応援定
期預金、投資信託、個人向け国債、iDeCo、NISA等、
お気軽にご相談ください。

九州ろうきん『2022資産形成応援キャンペーン』展開中!!
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　大島支店推進委員会と大島支店青年女性推進委員会は合同で、11月19日（土）、大浜海浜公園にて、「スポーツの秋・
食欲の秋を楽しもうディ」と題して、秋のミニミニ縁日とバーベキュー交流会を開催しました。連日の雨でイベン
ト開催が危ぶまれていましたが、当日は朝から秋晴れ（真夏の日差し）となり、110名（小学生以下50名）参加で無
事開催となりました。
　こういう時期だからこそ参加者へ笑顔になって欲しいという願いから、ミニミニ縁日（フリスビー・輪投げ・射的・お
菓子釣り・スリッパ飛ばし・パターゴルフ）
でスポーツの秋を楽しみました。子供はも
ちろん、友の会の参加者も童心に返り、汗を
かきながら賞品ゲットに燃えていました。
　体を動かした後は、バーベキューで会員
間の交流を図りました。
　コロナ感染拡大防止の為、受付時には混
雑しないよう工夫を凝らしたり、ゲームに
利用する小道具は全て手作りにする等、主
催者全員で手作りしたイベントとなり、大
盛況に終わりました。

　10月26日（水）、県内各地から総勢240人（42チーム）の会員・関係者が集まり、鹿児島県立吉野公園にて「2022年度
県本部ろうきん友の会スポーツ大会」が開催されました。新型コロナウイルス感染拡大防止対策として、直近２年間は、
やむを得ず中止となっていたことから、３年ぶりの開催となりました。当日は、難波事務局長の進行で開会式が進めら
れ、中村会長、黒江県本部長の挨拶ののち、競技がスタートしました。秋晴れの絶好のグラウンドゴルフ日和の中、こ
の大会を目指して各地域で練習を重ねてこられた成果を存分に発揮しようと、今年も熱戦が繰り広げられました。
　団体優勝は「肝属C」チーム、団体優勝に貢献した最優秀賞（MVP）は岩本 伸一さん、個人優勝は笠毛 重信さん（鹿
児島南Aチーム）、このほかホールインワン賞は44名が獲
得しました。その他の成績は別表のとおりです。入賞さ
れたみなさん、おめでとうございます。
　なお、今大会をもって県大会の開催は終了となりまし
た。これまで、県大会開催にあたり、多大なるご理解・
ご協力をいただき、誠にありがとうございました。
■団体

順位 チーム名 打数
優勝 肝属Ｃ 198
２位 志布志Ｂ 201
３位 指宿１ 203

■個人
順位 チーム名 打数 氏　　　名
１位 鹿児島南Ａ 33 笠毛　重信
２位 加世田Ａ 34 崎山　義眞
３位 志布志Ｂ 34 野元　正行
４位 指宿１ 34 黒岩　征憲
５位 肝属Ｃ 34 岩本　伸一
６位 指宿３ 36 今村　篤雄
７位 肝属Ｃ 37 郷万　　務
８位 霧島Ａ 37 林　　勝雄
９位 肝属Ａ 37 繁昌　昭男
10位 がらっぱ４ 37 窪薗　一郎

優勝した肝属Cチームのみなさん

個人部門表彰式の様子

参加者全員での集合写真

～スポーツの秋・食欲の秋を楽しもうディ～　（秋のミニミニ縁日とバーベキュー交流会）を開催
大島支店推進委員会・青年女性推進委員会

好天に恵まれ、盛大に最後のGG大会を開催しました!!
優勝は「肝属C」チーム　県本部ろうきん友の会連絡協議会
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　18歳～64歳で発症す
る認知症を「若年性認
知症」といいます。働
く世代の人が病気にな
ることで様々な影響が
でます。介護問題の前
に、就労・医療・経済
困窮等多くの問題があ
ります。高齢者の支援
とは少しちがって、就
労支援や障害福祉の制度やサービス等が利用できる場合があり
ますので、ぜひ専用相談窓口（Tel：099-251-4010若年性認知症
相談支援室）の鹿児島県若年性認知症支援コーディネーターや
地域包括支援センター等に相談して一緒に考えてもらいましょ
う。また、若年性認知症では原因疾患として脳血管性認知症が多
い傾向にありますので日頃から生活習慣病の適切な治療や予防
等にも気をつけていきましょう。早い相談が大事です。

セミナーの様子

認知症は高齢者だけの病気ではありません!!
64歳以下の働く世代で発症する若年性認知症の早期気づき・早期診断・早期対応

　11月20日（日）、2022年度鹿児島支店３地域（鹿児島・日置・指宿）青年・女
性推進委員会合同イベント『桜島フェリー貸切クルーズ＜セミナー＆クイズ大
会＞』を開催し、102名の会員構成員とその家族が参加しました。当日は、悪天
候も心配されましたが、イベント開催時刻には雨もやみ、錦江湾の絶景を楽し
みながらお弁当を食べることができました。
　セミナーでは、「ろうきんの成り立ち」や「ろうきんの便利な利用法」につ
いて学習し、参加者全員でクイズ大会
に挑戦しました。クイズ大会の正解数
の多い方から抽選会を行い、豪華な景
品がプレゼントされ、大いに盛り上が
りました。鹿児島支店３地域青年・女
性推進委員会合同イベントは、新型コ
ロナの影響で３年ぶりの開催となりま
したが、久しぶりに地域や職域を越え
た交流を図ることができました。

　年末年始のローンセンター
の営業につきましては、以下の
とおりとさせていただきますの
で、ご案内いたします。みなさ
まにはご不便をおかけいたしま
すが、何卒、ご理解賜りますよ
うお願い申し上げます。

2022年度鹿児島支店3地域青年・女性推進委員会合同イベント

『桜島フェリー貸切クルーズ＜セミナー＆クイズ大会＞』を開催しました！

「ローンセンターかごしま」年末年始の営業に関するお知らせ

相談窓口をご利用ください！
若年性認知症支援コーディネーターが対応します

若年性認知症は年齢により利用できる制度が介護または、障害
関係の施策と分かれるため、医療・介護・障害・雇用部門など、総
合的な支援が必要となります。
県では、若年性認知症の方やそのご家族が適切な支援を受け
られるよう、相談窓口を設置し、若年性認知症支援コーディネー
ターを配置しています。

※来所相談を希望される場合は事前にご予約をお願いします

年月日 営業状況
2022年12月30日（金） 営業
　　　12月31日（土） 休業
2023年１月１日（日） 休業
　　　１月２日（月） 休業
　　　１月３日（火） 休業
　　　１月４日（水） 休業
　　　１月５日（木） 営業

※ローンセンター鹿児島（℡099-239-1320）
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2022年度指定整備工場・共済代理店
共済募集人研修交流会の開催

　11月18日（金）、城山ホテル鹿児島で指定整備工場・共済代理店共済
募集人研修交流会を開催しました。
　研修会では、講師の宮下　純一（みやした　じゅんいち）さんより「出
会いに感謝～思い続けたオリンピック」と題して、水泳を始めるきっか
けとなった幼少期から北京オリンピック出場までのエピソードを中心に
お話いただき、人との出会いや夢を持ち続けることの重要性など夢をか
なえるために何をすべきかを学ぶ貴重な講演をしていただきました。ま
た、「2022年度スタートダッシュキャンペーン」表彰も行われ、さらなる
入庫・自賠責共済獲得拡大に向けて士気が高まる研修交流会となりまし
た。
　こくみん共済 coop の組合員の皆さまは、お車の車検・点検・修理な
どの際は、ぜひ最寄りの指定整備工場をご利用ください。

報告

【指定整備工場一覧】
指定整備工場名 住所 電話番号

鹿児島市

（有）岩﨑自動車工場 鹿児島市伊敷1-7-47 099-220-3524
（有）米沢自動車 鹿児島市伊敷6-12-15 099-229-2727
（有）福重モーターランド 鹿児島市川上町2660-1 099-243-6331
（株）並松自動車松原工場 鹿児島市松原町15-13 099-223-3286
（株）リライトガレージ 本社（東開店）鹿児島市東開町13-43 099-203-0277
（株）リライトガレージ新栄店 鹿児島市新栄町16-22 099-204-7821
（有）下島自動車 鹿児島市谷山港2-4-22 099-251-5121
（株）マスヤマ 鹿児島市上福元町6647-4 099-284-9633
（株）共栄自動車サービス 鹿児島市谷山港2-4-25 099-261-8536

種 子 島

（有）西之表自動車整備工場 西之表市西之表14176 0997-22-1285
（有）イトウ 西之表市西之表14408 0997-22-0222
（有）中村自動車 熊毛郡南種子町中之上2756-1 0997-26-0314
（有）牧瀬自動車 熊毛郡中種子町野間4193 0997-27-0344

屋 久 島（有）ケーエムオート 熊毛郡屋久島町楠川574-14 0997-42-1268
（有）藤村自動車 熊毛郡屋久島町宮之浦1261-51 0997-42-1075

日 置 市（有）マイカーボデー有村 日置市吹上町今田275 099-296-3445
指 宿 市（有）川口モータース 指宿市十町1893-2 0993-23-4161
薩摩川内市（有）中村モータース 薩摩川内市西開聞町11-29 0996-22-2168
出 水 市 ドウワキ自動車販売（有） 出水市下知識町1712 0996-67-1173
いちき串木野市（有）太陽自動車 いちき串木野市照島5092-5 0996-32-1521
霧 島 市（有）芝自動車整備工場 霧島市隼人町内1323 0995-42-0143

指定整備工場名 住所 電話番号

姶 良 市（有）スエハル自動車 姶良市三拾町920-1 0995-65-4718
（有）中間モータース 姶良市加治木町港町131-4 0995-63-2229

姶 良 郡（株）新園自動車 姶良郡湧水町北方2024 0995-74-3629
鹿 屋 市（有）増満自動車 鹿屋市下祓川町2284-3 0994-44-2228
志布志市（有）久保田自動車 志布志市志布志町安楽563-1 0994-72-3870

肝 属 郡（有）深水鈑金塗装 肝属郡肝付町富山字上辻483-1 0994-65-1388
（株）オートギャラリー鹿児島 肝属郡東串良町岩弘2659 0994-63-5634

曽 於 市 片平自動車商会 曽於市末吉町諏訪方7934-3 0986-76-0169

奄美大島

（有）小野自動車工業 奄美市名瀬小宿172-1 0997-54-8311
（株）ツタエ自動車 奄美市名瀬小浜町22-4 0997-52-3878
（有）ボデーショップヒサオ 奄美市名瀬鳩浜町50-2 0997-52-4755
（株）フジタ自動車 奄美市笠利町和野1403 0997-63-1405
（資）要モータース 大島郡瀬戸内町阿木名188-3 0997-72-0035
（株）ホンダプリモ大島 奄美店 大島郡龍郷町中勝2395-4 0997-55-4071

喜 界 島（有）園田モータース 大島郡喜界町赤連2400 0997-65-1551
（有）深水モータース 大島郡喜界町中間1026 0997-65-0354

徳 之 島
（株）モリ整備工場 大島郡徳之島町亀津128-3 0997-82-1335
（有）阿三自動車 大島郡伊仙町阿三1283-6 0997-86-2283
（株）田井整備工場 大島郡天城町天城443 0997-85-3772

沖永良部島（株）ホンダプリモ大島 本社 大島郡和泊町古里209 0997-92-3504

※�電話番号をよくお確かめの上、
おかけください。

2022年度 「スタートダッシュ
キャンペーン」表彰代理店

獲得件数 指定整備工場名 ２ヶ月
合計件数

20件以上

（有）岩﨑自動車工場 29件
（株）ツタエ自動車 26件
（有）深水モータース 25件
（有）小野自動車工業 24件
ドウワキ自動車販売（有） 22件

（有）藤村自動車 21件

10件以上

（株）リライトガレージ 19件
（有）福重モーターランド 17件
（有）園田モータース 15件
（有）米沢自動車 14件
（有）川口モータース 13件（資）要モータース
（株）並松自動車松原工場

12件（有）牧瀬自動車
（有）中村モータース
（株）モリ整備工場
（有）イトウ

10件（有）ケーエムオート
（有）久保田自動車
（株）ホンダプリモ大島

▲表彰の様子

▲ 講演の様子 ▲ 当日は銅メダルも持参いただきました！
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こくみん共済 coop × コープ共済連
全国の小学校に横断旗9,237本を寄贈！

　こくみん共済 coop とコープ共済連は、未来
ある子どもたちを交通事故から守っていく取り
組み「７才の交通安全プロジェクト」において、 
2022年９月に全国184校の小学校に9,237 本の
横断旗を寄贈し、11月２日（水）に寄贈先の一
つである東京都台東区立平成小学校で寄贈式と
子どもの交通安全に関する意見交換会を行いま
した。
　当会とコープ共済連ではマイカー共済を通じ
て、引き続き、子どもたちが交通事故に遭わな
い社会を目指し、取り組んでまいります。

報告

＼ この取り組みは鹿児島県でも行っています！ ／

　小学校にあがり行動範囲が広がる7才児は、大人よりも目線が低く、まだ充分に注意力が育まれていないた
めに、歩行中の交通事故による死傷者数が突出して多いというデータがあります（公益財団法人交通事故総合
分析センター調べ）。
　こうした7才児を中心に、「未来ある子どもたちを交通事故から守りたい」という想いから、マイカー共済の
見積もり1件につき横断旗を1本寄贈する「7才の交通安全プロジェクト」に取り組んでいます。
　お車の補償の更新が近づいている方、買い換えなどで新しく車を購入された方はぜひお見積もりいただき、
お車の掛金をお確かめください。一人一人に合った最適な補償をご提案いたしますので、お気軽にこくみん共
済 coop までご依頼・ご相談ください。
　なお、「7才の交通安全プロジェクト」に関する詳細は、こくみん共済 coop ホームページの特設サイトをご
覧ください。

「７才の交通安全プロジェクト」のご紹介

▲東京都台東区立平成小学校での横断旗寄贈の様子

▲当日の様子

■福平小学校で寄贈式を実施
　11月７日、福平小学校にて横断旗の寄贈式を行いました。
今回の寄贈式はこくみん共済 coop が取り組む≪７才の
交通安全プロジェクト≫の一環として福平小学校と福平小
学校ＰＴＡと共同で実施しました。
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　連合大隅地協女性委員会と大隅地域労働者福祉協議会は10月30日（日）、鹿屋農業研修センターで学習会を開催
し16名が参加しました。
　当日は、性的少数者が安心して集える場所づくりに取り組む団体「レインボービュー宮崎」の山田健二さんと串
間直紘さんが、「性の多様性（LGBTなどの性的少数者）について学ぶ」と題して講演を行いました。参加者は、性
にはからだの性や心の性、表現する性、好きになる性などいろいろな種類があることや、最近耳にする機会が増え
たLGBTという言葉も、この４文字だけで性の考え方が全て表されるものではないことなどを学びました。
　講師からは、「『みんな違って、みんないい』と互いに認め合える職場や学校、家庭、地域の環境を整えていくこと
が大事。人との違いはいずれきっとその人の力になる」といった話もあり、参加者は熱心に耳を傾けていました。

「学習会」を開催　連合大隅地協女性委員会・大隅地域労福協

　奄美地域労働者福祉協議会は11月５日（土）、奄美カントリークラブで第36回労福協・ろうきん杯チャリティー
ゴルフ大会を開催しました。
　大会は、会員の親睦と健康増進をはじめ、県労福協が取り組むカンボジアの子どもたちへの教育支援を目的に毎
年行っているもので、当日は「天高く馬肥ゆる秋」のことわざが思い浮かぶような秋晴れの下、14組・55名が東シナ
海を望むコースでプレーを楽しみました。なお今大会では１万9147円の募金が寄せられました。
　結果は次の通り（敬称略）。
　団体の部：優勝　大島石油ガスチーム、準優勝　瀬戸内町役場Ａ
　個人の部：優勝　川畑佑介（大島石油ガス）、準優勝　備孝朗（龍郷町役場Ａ）
　ベストグロス：畑山晋一（大島地区消防組合）

秋晴れに恵まれてプレー！　奄美地域労福協

　姶良伊佐地域労働者福祉協議会は11月12日（土）、霧島市隼人町の「西郷どん村」などを見学する歴史探訪を開
催しました。
　今回は新型コロナウイルス感染対策で屋外での実施となりましたが、当日は11月にもかかわらず暖かく、参加し
た組合員や退職者会員20名は額に汗しながら西郷隆盛などにまつわる歴史を楽しみました。
　西郷が訪れた当時の家屋が復元され、足湯や食堂も併設する西郷どん村では、シルバー観光ガイド「しっちょい
どん」の案内の下、西郷の日当山での暮らしぶりを紙芝居などで学習しました。また、観光バスが立ち寄りにぎわ
う中、物産館での買い物も楽しみ、近くの蛭児神社や西郷どんの湯などの散策も行いました。
　短い時間での開催でしたが、知らなかった西郷の一面に触れた参加者からは満足そうな声が聞かれ、充実した歴
史探訪となりました。

「歴史探訪」　日当山・西郷どん村を訪ねて　姶良伊佐地域労福協

　連合北薩地協女性委員会と北薩地域労働者福祉協議会は10月15日（土）、労金川内支店で多肉植物の寄せ植え教
室を開催しました。
　当日は、コロナ禍の状況を踏まえて人数を制限し、29名の参加で実施。冒頭、女性委員会の大谷委員長が「コロナ
禍が続いていますが、今日は植物や土に触れ、日頃の仕事を忘れて癒やされてください。参加者同士、楽しく作り
ましょう」とあいさつしました。
　講師は薩摩川内市畜産農政課の豊田圭美さんが務め、参加者は寄せ植えの方法とコツについて説明を受けてから
作業を開始。鉢代わりのブリキ缶に専用の土を入れ、エケべニアや七福神など７種類から好みの多肉植物を選んで、
配置を考えながら自由に植えていきました。仕上げにクジャクサボテンや月兎耳（ツキトジ）など挿し木の多肉植
物を隙間に植えて自分だけの寄せ植えが完成すると、参加者は皆満足そうな表情を浮かべていました。教室の最後
には、寄せ植えの管理方法や多肉植物の増やし方なども学びました。

多肉植物の寄せ植え教室を開催　連合北薩地協女性委員会・北薩地域労福協

　県退連鹿児島地域協議会は10月13日（木）に日置市長といちき串木野市長へ、
11月24日（木）に鹿児島市長へ「医療・介護等の充実を求める要望書」を提出
しました。
　要望内容は、①新たな感染症にも即応できる保健所機能の充実、②地域医療
構想は適正な病床の分化・連携を、③介護職員の賃金改善と訪問介護従事者の
確保、④認知高齢者の事故防止と損害賠償責任保険の公費負担などの５項目。
　鹿児島市長に対しては、宮里鹿児島地協会長と中島事務局長、道免芳隆さん
の３人で要請を行い、対応した松山副市長は「社会情勢を的確に反映したもの
であり、内容を精査して回答したい」と述べました。また、日置市は井多原副
市長が、いちき串木野市は出水副市長が対応しました。

市長あてに医療・介護等の充実を要望　県退連鹿児島地域協議会

要請を行う３人
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臨床心理士　山藤奈穂子
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ピットくん（鹿児島県）

「こくみん共済 coop」は営利を目的としない保障の生協として共済事業を営み、相互
扶助の精神にもとづき、組合員の皆さまの安心とゆとりある暮らしに貢献することを目
的としています。この趣旨に賛同いただき、出資金を払い込んで居住地または勤務地の
共済生協の組合員となることで各種共済制度をご利用いただけます。

たすけあいから生まれた保障の生協です。

ひとりで悩んでいませんか？
まずはお気軽にお電話を!

安心ネットかごしま 0120-307-830

安心ネット姶良伊佐 0120-783-022

労 働 相 談 専 用 0120-154-052

■相 談 日：月曜日～金曜日（土日祝を除く）
■相談時間：午前10時～午後4時
■相談内容：解雇・不払い残業・有給休暇・パワハラ・セクハラ

多重債務・奨学金・住宅（増・新築）など
■相　　談：原則無料

ただし、弁護士等専門家に相談する場合は、別途料
金がかかる場合があります。

ATM利用手数料 ATM利用手数料

は２０２０年４月１日現在の概要です。
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椿
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連
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言
わ
れ
る

男
性

10　
情
報
源
と
い
う
意
味
で
す

14　

映
画
「
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
」

と
い
え
ば
、…
…
コ
ー
ト

15　
小
説
家
を
こ
う
も
言
い
ま

す

16　
茶
室
、柔
道
と
い
え
ば

18　
北
極
と
南
極
は
90
度
で
す

19　
１
９
４
９
年
に
発
行
さ
れ

た
有
名
な
記
念
切
手
「
月

に
…
…
」

20　

威
…
…
、
権
…
…
、
虚

…
…

ク
イ
ズ
当
選
者
（
敬
称
略
）

　
加
藤
　
義
人	

森
　
　
和
也

　
川
畑
み
ゆ
き	

福
﨑
　
真
澄

　
坂
元
　
由
季	

山
下
み
の
り

　
外
山
　
浩
己	

岩
下
　
菊
美

　
小
原
　
紘
子	

山
元
　
正
希

　
鮫
島
　
　
恵	

大
倉
野
　
亨

　
竹
添
　
文
哉	

今
村
　
大
和

　
脇
田
　
　
守	

末
川
　
瑞
姫

　
上
宇
都
朋
子	

有
薗
　
皇
琉

　
菊
永
　
　
誠	

大
園
　
佳
孝

〔
解
答
〕
は
必
ず
ハ
ガ
キ
で
解
答
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
職
場
名

を
明
記
の
こ
と
。
１
人
１
通
に
限
り

ま
す
。
な
お
、
労
福
協
各
団
体
に
対

す
る
ご
意
見
な
ど
も
お
書
き
く
だ
さ

い
。
締
め
切
り
は
２
０
２
３
年
１
月

６
日
必
着
。
今
回
も
20
人
の
方
に
賞

品
を
進
呈
し
ま
す
。

〔
送
り
先
〕
〒
890

－

0064
鹿
児
島
市
鴨

池
新
町
五

－

七　
六
階　
鹿
児
島
県

労
福
協
「
ク
イ
ズ
」
係

　
11
月
号
の
ク
イ
ズ
の
答
え

　
多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
応
募
総
数
は

67
通
で
、
67
通
が
正
解
で
し
た
。
厳

正
な
抽
選
の
結
果
、
下
記
の
20
人
が

当
選
さ
れ
ま
し
た
。

答え 
「フユジタク（冬支度）」

＊九州ろうきんホームページアドレス
https://kyusyu-rokin.com/

＊こくみん共済 coop＜全労済＞ホームページアドレス
https://www.zenrosai.coop

＊労福協ホームページアドレス
http://blog.rofuku.net/kagoshima/

＊「あつまれ！ユニオンスクエア～＃毎月05日は連合の日～」
　ホームページアドレス　 「労働者自主福祉運動」
https://ja.twitcasting.tv/unionion

＊安心ネットかごしま
　相談対応「LINE公式アカウント」


